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水 産 

１ 研究のテーマ 

(1)研究テーマ

・「ロイロノートを使用した指導と評価の一体化」

(2)研究のねらい

ロイロノートのテスト機能(自動採点)を活用し、その結果からリアルタイムに評価を行い、指導に

生かすことで、テーマにもある一体化の図れる授業展開になるのではないかと考えた。 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画

ア 科目名：「電気理論」

イ 単元名：電気回路の基礎「直列回路」

ウ 単元の目標（ねらい）（身に付けさせたい力）：

(ｱ) 直列回路の基本的な性質について理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

(ｲ) 直列回路における課題を発見し、合理的かつ創造的に解決する力を養う。

(ｳ) 直列回路について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

エ 単元の評価規準

オ 単元の指導と評価の計画 ○「記録に残す評価」 ●「指導に生かす評価」

単元を貫く問い：直列回路の合成抵抗・電流・電圧の性質はどのようなものになるか？

次 時 学習活動 知 思 態
評価のポイント・指導上のポイン

ト

１ １

〇直列回路の性質を理解する。

・抵抗の直列合成について理解す

る。

・各抵抗に加わる電圧・電流につい

て理解する。

・本時のまとめをワークシートに記

述する。

● ●

【評価のポイント】

＜ワークシート＞

  直列回路の性質について苦手

意識を持つことなく理解して

いる。（知）

【指導上のポイント】

中学校の復習の範囲からの学び

直しになる。基本的な知識の習

得についての均一化を図る。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

直列回路の基本的な性質につい

て理解するとともに、関連する

技術を身に付けている。 

直列回路における課題を発見し、

合理的かつ創造的に解決しようと

している。 

直列回路の適切な取扱いについ

て自ら学び、主体的かつ協働的

に取り組もうとしている。 
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２ ２ 

〇直列回路の性質を理解し、計算問

題に取り組む。 
・ワークシートの１問目を教師及び

生徒共同で取り組み、問題の流れ

や趣旨を理解する。 
・ワークシートへの記述 
 (個人、グループは問わない) 
・ワークシートへの記述内容の確認

を行う。 
 (志願者は黒板に解答を記入する) 
 

  
〇 

 
〇 

【評価のポイント】 
 ＜ロイロノートによる課題への

取組＞ 
 ・直列回路に関わる課題に取り

組み、習得状況に応じて、発

展的な課題に進む。 
 
【指導上のポイント】 

  直列回路への理解に差が生じた

場合は、机間指導を多くし、生

徒の取組を支援する。 

３ 
３
～
４ 

〇理解した直列回路の性質を主体的

に学び合う。 
・直列回路の性質や回路の計算につ

いて復習を行い、その後各自また

はグループで、直列回路の性質の

理解や計算に取り組む。 

  
〇 

 
〇 

【評価のポイント】 
 ＜ロイロノートによる課題への

取組＞ 
・直列回路に関わる課題に取り

組み、習得状況に応じて、発

展的な課題に進む。 

４ 

５
～
６
（
本
時
） 

〇直列回路の性質と計算のテストに

取り組み、その達成状況に応じて

個別に学びを深める。 
 
 
 
 
 

 
〇 

 
〇 

 【指導上のポイント】 
直列回路の性質に関わる習得状

況に応じて、生徒自らがそれぞ

れの苦手箇所に重点的に取り組

ませるようにする。                

 
 

カ 授業実践例 (５時間目／６時間) 

 本時の学習指導案 
  学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

(評価方法) 
導入 

(５分) 

〇直列回路の性質に係る本時の目標を確

認する。 
 
〇直列回路の性質に係るロイロノートで

行うテストの方法を確認する。 
 

 
 
 
 
 

 

展開 

① 

(15分) 

〇直列回路の性質に係るロイロノートに

よる課題に各自で取り組む。 
 

計算に時間のかかる生徒

に対し、プレッシャーに

ならないように留意す

る。 

【知識・技術】 
(ロイロノート) 
直列回路につい

ての性質を理解

し、技術と関連

させている。 
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展開 

② 

(10分) 

〇直列回路の性質に係るロイロノートに

よる課題の採点を行い、取組内容の確

認をする。 
 

答えの傾向等を踏まえ解

説を行う。 
【思考・判断・

表現】 
(ロイロノート) 
直列回路に関わ

る計算問題を自

分 な り に 思 考

し、合理的かつ

創造的に解決し

ている。 
 
 

展開 

③ 

(15分) 

〇直列回路の性質に係るロイロノートで

確認できた自分の苦手な部分を再度復

習する。 

生徒同士や教師の助言な

ど、苦手な部分が無くな

るように指導する。 

 
 
 
 
 

まとめ 

(５分) 

   

 
キ 本時の評価・観点 

  ＜評価規準＞ 
    ①直列回路の基本的な性質について理解するとともに、関連する技術を身に付けている。 
   ②直列回路における課題を発見し、合理的かつ創造的に解決しようとしている。 
 
  ＜評価基準＞ 

【知識・技術】直列回路の性質の理解 
「十分満足できると判断される状況

(Ａ)」と判断される具体的な例 

直列回路の性質を理解するとともに、水産や海洋分野における

技術と関連付けて考えることができる。 

「満足できると判断される状況(Ｂ)」と

判断される具体的な例 

直列回路の性質やこれと関連する技術を理解している。 

「努力を要すると判断される状況(Ｃ)」

と評価した生徒への手立て 

他の生徒や教師から助言をもらい、苦手意識を持たないように

主体的に学べるように支援する。 

 
   【思考・判断・表現】直列回路に係る計算への取組 
「十分満足できると判断される状況

(Ａ)」と判断される具体的な例 

直列回路に関わる計算方法を理解するとともに、適切な計算

方法を判断し、自分なりの考えを表現することができる。 

「満足できると判断される状況(Ｂ)」と

判断される具体的な例 

直列回路に関わる計算について理解している。 

「努力を要すると判断される状況(Ｃ)」

と評価した生徒への手立て 

他の生徒や教師から助言をもらい、苦手意識を持たないよう

に計算の速さに応じて学べるように支援する。 

 

研究実施校：神奈川県立海洋科学高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年９月30日(月) 

授業担当者：鈴木 祐一郎 教諭 
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(2)「指導と評価の一体化」の実現に向けたポイント 

ア 対象クラスの生徒観 

 計算が苦手な生徒の割合が高い(分母分子の形の割り算、小数点を含んだ計算が苦手)。 

 高校入学までに不登校の傾向があった生徒が 1/3を占めるが、現時点で欠席の多い生徒はいな

い(11 月下旬時点)。 

 生徒の学習意欲の高さと担任のクラス経営が上手く機能している。 

 

イ 生徒による授業評価の結果について 

上段が６月分、下段が 12 月実施分になり、生徒自身が任意コメントを入力しなかった際に発生す

る(空欄)を除いたものを掲示する。 

 

ウ 具体的な手法 

「指導と評価の一体化」を実現するために、次のような手立てを考えた。 

① 通常通り授業を行う。 

② ロイロノートを使用して小テスト(自動採点)を行う。 

③ ②の結果から教師の指導がどの程度クラスに浸透しているか評価される。 

④ 事前に決めていたしきい値を上回っていた場合、次の章に進むことができる。 

⑤ 値が下回っていた場合、復習となるワークシートで問題演習を再度行い、定着の向上を図る。  

６月実施分
丁寧に教えてくれる良い先生だと思います。難しい計算問題は生徒が理解できるまでよく教えてくれそうだなと思いました。
ノートを扱うので、紙派の私は助かっています。
法則の語呂合わせがよかったです。
今のままがいいです　重要な単語とかがあれば言って欲しいです
丁寧な授業の進め方で、一から見てくれるところがとてもありがたいです。
楽しい
全然わからない。
授業自体わかりやすいものの、もう少し授業のペースを生徒と合わせてほしいです。
特にないです
わかりやすく聞きやすい授業で意欲的に行動できました。
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エ 実践報告 

(ｱ) メリット 

 生徒は図に示すように生徒個人の得点が瞬時に判断でき(図１)、クラス全体の達成度も把握

しやすい(図２)。 

 テストやアンケートを実施する際、生徒個人の回答結果は設定を敢えて変更する場合を除き、

教師もしくは作成者以外には確認できない仕様となっているので、秘匿性が高い。 

 教師も生徒の理解度を瞬時に確認できるので、復習する必要があるかどうかの判断に迷わな

い。 

 クラス一斉で小テストを行うので、取り組まない状況がおこりづらい。 

 

(ｲ) デメリット 

 生徒達も進捗状態がリアルタイムで分かるので、最後の一人になった生徒が精神的に追い込

まれる可能性がある。 

 生徒が機器を誤って操作してしまった場合、テストモードなので途中再開できない場合もあ

る。 

 自動採点機能を活用するためには、問題の形式をある程度ロイロノートの様式に合わせて作

成する必要がある。 

 校内の無線ＬＡＮ(ＢＹＯＤ回線)を使用しているので、電波環境が悪いと、通信に不具合が

発生し、課題を解答済み(提出済み)の生徒であっても「未提出」扱いになってしまう場合が

あり、このことで、再度課題の読み込みを行うか、直接生徒に確認しなければならない場合

がある。 

 

  
図１ 生徒個人の得点(達成率) 

図２ クラス全体の正解率(達成率) 
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３ 今後について(まとめ) 

 研究のねらいに挙げたテーマ及び手法においては、生徒の雰囲気や机間指導の様子、プリントの達成

具合を判断し(図３)、小テスト(自動採点)（図４）を行いその結果を判定した。設定したしきい値(ク

ラス全体の達成率 70％以上)を下回ることはなく、おおむね予想通りの結果となったので、「指導と評

価の一体化」という観点に関しては十分達成できたと考えることができる。しかし、生徒観にもあると

おりクラスの 1/3 程度は過去に不登校の傾向があるので、ＩＣＴを活用したリアルタイムな評価は単元

の理解度の低い生徒への自己肯定感を低下させてしまうおそれもあるのではないかとの懸念が発生して

いる。 

現在、当該クラスは１学年なので学習難易度は専門科目であっても比較的低いが、今後も同じ手法を

取り続けると学年が進むにつれてクラス全体として難易度は上がり、理解度が下がる結果が想像できる。

今後は学びなおしの観点にも更に力を入れ、生徒の理解率を底上げし、アンケートの回数を増やすなど

して、生徒からの評価も反映した授業を展開していく必要がある。 

また、通信環境の改善のためにＢＹＯＤアクセスポイントの指向性や使用周波数帯域・電界強度の測

定および設置位置の最適化を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ プリントの達成具合 図４ 小テスト(自動採点) 
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